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Globalization and Breakaway from Traditional Japanese Management: 
Lessons from Sumida and Samsung 
 


























 This paper advocates that Japanese companies have to break away from 
traditional Japanese-type management in order to reach true globalized ones. 
 At first, we see the global direction many typical Japanese companies think 
of by “Doyukai Report.” Afterward, two global companies, Sumida Corporation 
and Samsung Electronics are reviewed as the case study.  We examine what 
kind of systems or elements they abandoned to become global companies, and 



































































































































るに当たって参考になると思われる 2 つの企業の経営について検討してみたい。 
 
2．スミダの「グローバル経営」への挑戦 













メーカーである。今や、売上の 80％は海外市場であり、社員数は約 2 万人、うち
日本人は 622 名である。研究開発費の半分は海外で投資し、製造は 9 割以上を海
外の工場で行っている。株主の持株は 4 割以上が外国資本である。日本企業とし
ては珍しい文字通りのグローバル企業である。 






































































 2011 年度の速報値によれば、半導体で世界第 2 位のサムスン電子（以下サムス
ンという）の売上高は約 291.5 億ドルであり、日本企業として最上位の東芝は前
年の 3 位から 4 位へと順位を 1 つ落とし、サムスンに大きく水を開けられている
（表 1 参照）。また、サムスンの 2011 年 10 月～12 月期の連結営業利益は前年同
期比 73％増（約 3,470 億円）になる見込みであるという（日本経済新聞、2012）。 
 
表1 世界半導体メーカーランキング・トップ10（単位：百万ドル） 
（為替レート：2010 年 1 ドル＝87.75 円、2011 年 1 ドル＝81.17 円） 
*Texas Instruments は 2011 年 9 月にNational Semiconductor を買収した。そのため、2011
年第 3 四半期と第 4 四半期のNational Semiconductor の売上高は、Texas Instruments に計
上されている。**ルネサス エレクトロニクスの 2010 年売上高には、ルネサス テクノロジの第
1 四半期の売上高が含まれていない。***Qualcomm の 2011 年第 2 四半期から第 4 四半期の売
上高にはAtheros Communications の売上高が含まれている。 
出所：ガートナ  ー（2011 年 12 月、速報値） 














1 1 Intel 51,052 16.9％ 41,988 21.6％ 
2 2 Samsung Electronics 29,150 9.7％ 28,097 3.7％ 
3 4 Texas Instruments* 12,082 4.0％ 11,878 1.7％ 
4 3 東芝 11,695 3.9％ 12,360 -5.4％ 
5 6 ルネサスエレクトロニクス** 10,714 3.5％ 10,204 5.0％ 
6 9 Qualcomm*** 9,819 3.3％ 7,204 36.3％ 
7 5 STMicroelectronics 9,780 3.2％ 10,346 -5.5％ 
8 7 Hynix Semiconductor 9,090 3.0％ 9,884 -8.0％ 
9 8 Micron Technology 7,618 2.5％ 8,224 -7.4％ 
10 10 Broadcom 7,091 2.3％ 6,604 7.4％ 
その他 143,960 47.7％ 152,575 -5.6％ 

































台数、市場シェアはそれぞれ、1 位ノキア、約 4 億 6,100 万台（28.9％）、2 位
サムスン、約 2 億 8,100 万台（17.6％）、3 位LG、約 1 億 1,000 万台（7.1％）、












話、半導体、LCD）の圧倒的な世界 1 位の達成と 6 大育成事業（PC、プ
リンタ、システムLSI、家電、ネットワーク、イメージング）の体質強化 
② 軸のぶれないマーケティング戦略：例えば、スポーツ・マーケティング 
③ 地域専門家（グローバル人材）の育成：毎年 200～300 名を選抜し、世界






 第 2 は、人材戦略であり、世界中から優秀な人材を集め、動機づけ、高い報酬
を払い、サムソンのために働いてもらう方針をとっている。 









表 2 サムスン電子と日本企業の比較 
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